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「SARAYA East Africaが始動するまで」

代島裕世
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“アフリカの真珠”ウガンダ
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当社の新たな海外拠点の一つアフリカのウガン

ダにある現地法人が始めたソーシャルビジネスの

事例を紹介します。

●手洗い普及活動の支援

当社は2010年から、ウガンダで母親と子供たち

に、手洗いの大切さを教えるユニセフの活動を支援

しています。アフリカでは、赤痢やコレラ、肺炎など

で多くの子供たちの命が奪われています。この感染

症の大部分は、手洗いによって防ぐことができると

言われています。
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●感染防止のためのアルコールによる手指消毒

アフリカでも、病院や母子センターなどで院内
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感染予防のためのアルコール手指衛生の普及が

必要とされています。当社はウガンダに2011年

SA RAY A East Africa (以下、現地法人と記す）を設

立し、現地の方々が、安価に手洗いやアルコール手

指消毒が実現できるよう、ビジ｀ネスとしての取リ組

みをはじめました。

当社は感染予防のための手洗いのパイオニアと

して1952年に創業しました。戦後の荒廃した時期

にあって衛生環境が悪く、赤痢や集団食中毒が多発

していた日本で、手洗い用の石鹸液と専用ディスペ

ンサーの製造を開始し、同時に手洗いの励行運動を

展開しました。以来、工場や学校、食品製造・流通、医

療施設•福祉施設、集客施設・宿泊施設、そして家庭

などでの手洗い・手指衛生を通して、社会貢献に努

めてまいりました。

2012年より当社は、WHOが主催する手指衛生

推進の国際的活動"PrivateOrganizations for 

Patient Safety"に参加しています。

当社は2012年に創業60年を迎えるにあたり、創

現地法人

SARA YA East Africa 
いよいよ本格始動!.,J. 
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ウガンダ現地で独自にBOPピジネスを開始したSARAYA Eas! Africa。

まずは日本から運んだアルコール手指消葦剤を医環櫨閲に実該導入、ヘ

院内感染予防にその効果が確認され始めています。その絹査結果を基に

アルコール手指消驀剤の誓及を促立し、アルコール手指消膏剤が一日でも

三く、現地製造、安定供給できることを目指します。そのチャレンジは今日も

続いています．
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業の精神に立ち返り新たな船出を決意しました。そ

子どもたちの命を守る手洗いを、

世界に広めたい。

で~,__
40県の13,500村で、 坪
手洗いアンバサダーの活動が本格化。 舟
ぶ←、 ~-,、ふhf ぷ、-~JJの13.恥．て 6715 .'、” ・` .,ンパヤク亨砂叫閃

~ 1r'i.cヽ・ン,;-クー：： 'ヽ:: •<·~·= C ~ 、キャン・.- ン を，＇ヽ •::伝えらlc: i:•::らって` ！す

~.:I肇暫憎曝江；···~狐し ・―.'.. ~ 汽◄
数十万基の簡易手洗い設備の設憫を支援。 '..~ .. 
手洗いの割合は、29%へ。 だ

; :;; 合iク；ご翌え〗；？；弓）：：：：芸言胄:;;;; 裳
柑彫頑濱藉笠辿涵蘊騒~:ヽ ；山蘊枷汲rク、内'~l'l'. l 

世界手洗いの日のイベントなど、
4ft 
笠

手洗い啓発キャンペーンの展開。＇推叙姉人の母親へ）



,,,.,,,.,,,., ヽ •ぺ,.,応•，、 ' L St,,., 如9ヽhyo•dSmll<il

ウガンダでの衛生事業

手指衛生の歴史

1979日本初 1982日本初

ベースン法 速乾性アルコール消壽剤 噴射式自動手指消●器
ハンドサニター発売 発売
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のきっかけは2010年より取り組んでいたウガンダ

でのユニセフの手洗い普及活動の支援でした。

ウガンダでは20年も続いた内戦からようやく解

放され、インフラの整備が急がれており、貧困地区

ではコレラなどの感染症が蔓延するなど衛生環境

が悪いのが現状です。 日本では0.4%である5歳以

下の子供の死亡率は12.6%です。適切な手洗いの

励行は、幼い命を守るための重要な課題です。母と

子供たちが「手洗い」という基本的衛生習慣を日常

的に実行することで、コレラや赤痢、肺炎などを予防

することができます。ユニセフは妊産婦母親、学校

の子供たちに手洗いを教え、手洗い設備の普及活

動をしています。この支援について3ケ年計画での

実施を終え、さらに次の3ケ年についての取り組み

をはじめました。

ウガンダ政府も手洗い普及活動を積極的かつ精

力的に進めています。地方自治体ごとに政府に指名

され「手洗いアンバサダー」は今や3,500人に上り、

彼らボランティア達は手洗いを村々に導入し、広げ

ることに大きなプライドを持って活動しています。

＂羹睾

Prof. Didier PIiiot 
Geneva University Hospital, 
Lead Director/ 
WHO First Global Patient Safety Challenge 
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従来のベースン法での手指消毒はさほど効果は

なく、同じ液を何人も使用することで、逆に感染が拡

大することも危惧されます。

現在推奨されているのはアルコールを手にすり

こむ消毒方法です。この方法は、通過菌に対して優

れた効果があり、消毒の度に、常に新しい消毒液を

とることになり、ベースン法のような消毒液の失活

や汚染の心配はありません。

世界保健機関WHOは2005年に、第1回世界の

患者安全への挑戦(GlobalPatient Safety Chal-

lenge)を開催し、 "CleanCare is Safer Care"の

プログラムを立ち上げました。このプログラムでは、

病院や医院での感染予防のためにアルコールによ

る手指消毒を推奨しています。

ウガンダ共和国は、「世界の患者安全への挑戦」に

署名している約130か国のひとつでもあり、医療機

関や母子センターにも手指衛生普及の必要性が指

摘されています。

JICA(独立行政法人国際協力機構）では、ウガ

ンダでの病院の環境改善と衛生向上に整理・整

頓 • 清掃 ・ 清潔 ・しつけの 5S(Sort,Set,Sh ine.

Standardize.Sustain)活動を推進しています。当

社はJICAの5Sに連動して2012年からはじまった

JICAが支援するゴンベとエンデベの2つの病院で

のアルコールによる手指消毒の実証試験を行って

います。そして、実際にアルコール手指消毒が病院

でどのように受け入れられ、医師や看護師、病院聴

員にどれぐらい浸透しているかの調査をしました。

この実証試験によって、特に生活用水にあまリ恵

まれない地域で、手指衛生の方法と当社が提供した

商品が歓迎され、必要とされました。従来の手洗い

-22-



のための水の供給途絶えた時もアルコール消毒が

有用であったことや、劇的に院内感染が少なくなっ

たこと、特に乳幼児や妊産婦を院内感染から守るこ

とができたことなどが証明されました。

当社はユニセフの手洗い普及活動を支援する中

で、途上国の手指衛生を持続可能にする商品とサー

ビスを提供するため、ウガンダでの起業を決意し、

201 1年5月に現地法人を設立しました。当社は

WHOと協力して、手指衛生の必要性を訴え、ビジ

ネスとして手指衛生を普及させます。

パイロットプロジェクトによリ、アルコール手指消

毒剤はウガンダ医療機関に受け入れられ、院内感染

を劇的に減少させることがわかりましたが、低価格

での提供が必要条件です。そこで、現地法人はウガ

ンダの大手製糖会社のカキラシュガーと協定して、

砂糖精製後の廃糖蜜からバイオエタノールを製造

し供給してもらうことで合意しました。そして、2013

年度中に工場の一角を借りて、アルコール手指消毒

剤の製造を始めます。また同工場では、サトウキビ

の搾リかすを燃料に発霞した電力を利用します。こ

の生産ラインで「マザーグリーン」という全身ソープ

の充填も行い、高品質、高生分解性で持続可能な商

品も合わせて販売する予定です。

アフリカにおける感染予防について協議し、各国

が直面している衛生に関する課題や、近年ウガンダ

の病院がどのような問題解決に取り組んでいるの

かを報告し、世界保健機関(WHO)が現在アフリカ

諸国に行っている支援・アプローチの情報を共有す

ることを目的とした「第1回東アフリカ感染予防会

議」が、 2013年2月21日ウガンダ・カンバラ市でウ

ガンダ保健省と現地法人の共催、」ICAウガンダ事

.~u)'H<• 11,, •• ,,..,i/, 

煽東アフリカ感染症会議2013開催

日程：

2013年2月21日

場所：
Speke Resort & Conference Center 

参加人歎：

140名

発表者：

Prof. Didier Pittet, WHO Lead Director, Patient Safety Challenge 
Dr. Ishikawa, Jlca Adviser 
Dr. Lule Haruna, MD, MS, Gombe Hosp/ta/ 
Prof. Rogo Khama, CEO of HiA, World Bank 

Panel Discussion 

JI 

務所の後援で開催されました。

会議は、ウガンダ保健省事務次官であるルクワゴ

博士のあいさつで蓉をあけ、「世界の患者への挑

戦」の主導者で "African Partnerships for 

Patient Safety"を強力に推進しているピッテ博士

が基調講演を、JICAの石島氏、世界銀行のロゴ教

授、ゴンベ病院のルレ院長などが講演され、ウガン

ダ国営巳刊英字新聞に大きく報道されました。

さまざまな情勢が不安定でインフラの未整備な

東アフリカでビジネスをはじめることは、大きな挑戦

です。しかしウガンダで成功すれば、タンザニアやケ

U. s,,.. ilMi,,,o,dSm.',:t 
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ニアなどにも市場は拡大します。東アフリカには、 1

億5000万人、その半数が15歳以下、GDP(国民総

生産）が1750億ドルという、大きなビジネスの可能

性があります。

束アフリカでは道路や港湾などのインフラの整

備のため、 日本政府はODA(政府開発援助）の拠出

をしようとしています。これに加えて、当社のビジネ

スが、雇用や経済成長の機会をもたらし、さらに束

アフリカでミレニアム(MDGs)の達成へと歩調を合

わせて進むことを信じています。

この成果としてMDGsのゴール4の乳児の死亡

率を下げ、ゴール5の妊産婦の健康の向上、ゴール

6の感染症との戦いは、我々が提案する手指衛生へ

の取り組みによって、進展するものと期待してい

ます。

この地域の平和は、成長と繁栄の機会をもた

らします。そして、私達は、命に関わるこの3つの

MDGsのゴールが、政府をはじめ国連機関、 NPO、

」ICA、そして企業などすべてが共に機能し、協力し

て、達成されることを大いに期待します。
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